様式第１号（第６関係）
平成　年　月　日
財団法人いわて産業振興センター
理 事 長　　藤 井 克 己 　　様
所在地　　　　　　　　　　　　　　　　　
法人名　　　　　　　　　　　　　　　　　
代表者　　　　　　　　　　　　印　　　　
平成　年度研究開発支援事業委託研究応募提案書
　平成　年度において、研究開発支援事業委託研究を受けたいので、別紙の関係書類を添えて応募いたします。
記
１　研究費希望額　　　　　　　　　金　　　　　　　　円
２　研究の内容　別紙１「平成　年度研究開発支援事業委託研究提案書」のとおり
３　添付資料　　別紙２「研究者経歴等」
　　　　　　　　別紙３「用語集」
　　　　　　　　
別紙１
平成　　年度研究開発支援事業
　委託研究提案書
この欄、記入しないで下さい。
	受付月日

	受付番号


	課題名

	


１　提案者等
	（ふりがな）
研究者氏名
	                        　　　　 印

	生年月日
	

	役　　　職
	
	学　　位
	

	所属機関
	名　　　称
	

	
	所属部署
	

	
	所　在　地
	〒
Tel：　　　　　　　Fax：　　　　　　　
E-mail：


	主な従事
研究分野
等
	

	事務担当者
	事務担当者名・所属役職：
Tel：　　　　　　　　　　　　　　Fax　
E-mail　

	共同研究者
等
※
	機
関
名
	
	所属
役職
	
	氏名
	


記載注意
※共同研究者等欄は、共同研究を予定している場合に記入して下さい。

· ２　応募課題の内容
	応募課題の概要
　応募課題について、「新規性・独創性」「実用化の可能性」「実施内容とその目標」について簡潔に記入してください。
　


	応募課題に関連するこれまでの研究成果
　提案内容に関し、実用化という視点から見た「これまでの研究成果」「分かったこと」「まだ分かっていないこと（＝解決すべき課題）」を具体的に記入してください。


	応募課題の新規性・独創性
　提案する内容の新規性や独創性を「先行技術との技術内容、有効性等についての差別化」「差別化に関わる根拠となる成果」について説明してください。


	実用化の可能性
「実用化を目指す分野、製品像」を、これまで得られた成果にもとづいて説明し、その実現可能性について記述してください。あわせて、この将来像の実現に向けて設定している課題についても記述してください。



３　試験研究実施計画
	　今回の試験期間内における試験項目・試験内容・目標等について記入してください。その際、前項までに説明された課題設定について「試験項目設定」「手法」「研究費の使途」について、記述してください。また、共同研究者の役割についても併せて記述してください。



４　所要経費明細書
	費用区分
	所　要　額
	積算内訳

	○　研究費
1． 機械装置設備費
2． 研究補助員人件費
3． 謝金
4． 消耗品・原材料費
5． 旅費
6． その他必要と認められる経費

	円

	

	計
	
	


記載注意
・積算内訳は、項目毎に、品名、仕様、数量、単価を明確に記載すること。
・間接経費及び一般管理費は認めないものとする。
　・「２ 応募課題の内容」から「４ 所要経費明細書」まで、A４、２枚以内でまとめてください。
　５　事業終了後における他補助制度等への申請計画
	　本委託事業終了後に申請を計画している他補助制度等について以下の１～６（７）の項目について記載してください。
１．「研究開発テーマ名」
２．「支援機関名」
３．「事業名」
４．「研究開発期間」
５．「研究費の額」
６．「研究代表者名」
（７．「共同研究者名」）　共同研究先が決定している場合は記入してください


　６　他補助制度等への申請
７　研究開発概念図
　本提案内容の目的・目標・方法・内容等を分かりやすくビジュアルに表現したプレゼンテーション資料を作成してください。（A４で2枚程度、縦書き･横書きは自由です）
別紙２
「研究者経歴等」
１　研究者名
２　所属
３　役職
４　略歴
　　　　（研究開発に関わった主なものを記載して下さい）
５　研究分野
　　（主な研究分野）
６　産学官連携事業の実績及び成果等
	研究開発事業名及びテーマ名
	研究期間及び研究費

	○▲事業
　○○に関する研究
	H８～H１１
20,000千円

	
	


７　当該研究開発に関連する主たる論文、研究発表、改善事例等
　　（5件以内）
８　本人が発明者となっている主たる特許
　（記入例）
	特許登録番号
	名称
	提案する研究課題関連

	
	＊＊＊装置
	○

	
	＊＊＊の方法
	


　　　　提案する研究開発に関する特許の場合は○を記載
　記載注意
・提案する研究開発に参画する主な研究者について記入してください
別紙３
「用　語　集」
（記載例）
ゲノム：1920年にドイツの植物遺伝学者Ｈ・ヴィンクラーにより提唱された言葉。遺伝子（gene）と染色体（chromosome）の合成語。彼は、配偶子（卵または精子）に含まれる染色体一組をゲノムとよんだ。しかし、遺伝学の主流が染色体レベルから分子レベルへ移行するにつれて、生命体の生活に必須な最小の遺伝子セットという意味をもつようになった。・・・・・・・・。
（用語間は、行間を空けること）
ゲノム製薬：ヒトゲノム解析研究によってわかってきた知識を使って、ある病気を最も有効に治療できる医薬品を開発していくこと。
(定義する用語はゴシック体で記入)
・
・
・
・
記載注意
　・委託事業課題提案書に記載している専門用語等について作成して下さい。
　本提案と類似の課題、まったく異なる課題を問わず、提案者（研究者）が過去３年間に実施したもの及び現在実施中若しくは申請中の研究開発があれば、１～７の項目を記載して下さい。


１．「研究開発テーマ名」


２．「支援機関名」


３．「事業名」


４．「研究開発期間」


５．「研究費の額」


６．「研究代表者名」


７．「本提案との相違点」　提案者がすでに実施中若しくは申請中及び申請予定の研究開発について、本応募課題との違いを記載してください。


※複数ある場合はこの枠を複写して記入してください。
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